
 

 

 

 

夏季休業へ向けて 

４月６日に始まった１学期も半分以上が終わり、明日から４２日間の夏季休業に入ります。 

保護者の皆様や地域の皆様に、いろいろな点でご支援ご協力をいただき、「元気で勉強みんな仲よ

し」の朝日っ子が育ってきました。「席書会」や「修学旅行」等の大きな行事を通して、いろいろな

体験や関わりを持ち、少しずつ成長してきていると思います。また、温かな眼差しで見守っていただ

き、安全・安心な生活ができていることにも感謝をしています。 

さて、休みに入ると自由な時間がたくさんありますので、生活が不規則に

なったり体調を崩したりすることが心配です。 

まず、規則正しい生活をして、自分の体や命を守っていくことが大切です。

そして、この夏休みにしか体験できないことを計画的に進めていくことも大

切です。いろいろなことを調べたり、何かを作ってみたり、運動に力を入れたりなど、学校の勉強だ

けではできないことに挑戦してみるチャンスでもあります。また、家族の一員として、ぜひお手伝い

もさせてください。 

夏休みの計画表を作成していると思いますので、ご家庭でも話をしていただき、充実した休みにな

るようによろしくお願いします。 

平和集会 

 １２日（火）に、「平和の尊さを考える」平和集会

をしました。 

佐賀新聞の記事やラジオニュースでも報道しても

らいましたが、６年生が「一つの花」の音楽劇を発表

し、戦争の悲惨さを訴えました。総合的な学習の時間

で調べたことや修学旅行での体験を通して、音楽劇を

作りました。 

がんばりやで元気な６年生のチームワークの良さ

と表現力の豊かさで、素晴らしい発表ができました。

調べ学習や練習の段階から、積み重ねてきたものが気

持ちとして表れていました。下級生の子どもたちへも、その思いが伝わったことと思います。 

また、中野の小野博先生に、戦争中の様子をお話ししていただき、改めて平和の尊さを感じ取るこ

とができました。戦争が終わってから生まれた私たちの世代が、平和を維持していくために何をなす

べきかを考える一日となりました。 

水泳大会 

１５日（金）は、授業参観を兼ねた水泳大会でした。暑い中に、たくさんの皆様に参観していただ

きましてありがとうございました。子どもたちが元気に泳ぐ姿と、応援する態度の素晴らしさをご覧

いただけたことと思います。 

低・中・高学年と、それぞれに個人の目あてを決めて大会に臨んで

いました。「顔を水につける。潜る。速く泳ぐ。長い距離を泳ぐ。」等、

いろいろな目あてがあったと思います。まだまだ、これからが夏本番

です。更なる上達をめざして、ご家庭でも励ましてください。 

「元気で勉強 みんな仲よし」 
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